
GHSは医薬品医療機器法規制対象外の
ヘルスソフトウェアを対象にしています。

その「ヘルスソフトウェア」
本当に大丈夫ですか？

優良なヘルスソフトウェアの目印に
　　　　 マークを！

より詳しい情報はホーム
ページにてご覧ください。

健康記録

データ抜け！
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優良なヘルスソフトウェアを
利用者に提供しましょう！
GHSマークがお役に立ちます。

GHSマークが表示されている
ヘルスソフトウェアは、GHS開発ガイドラインに
従って開発された優良な製品です。

ヘルスソフトウェアの
不具合は、利用者の
健康リスクにつながる
恐れがあります！

GHS開発ガイドライン
への確実な適合を目指
す方、適合スキルに自信
のない方のために、トレー
ニング講座を用意してい
ます。

リスクマネジメント
トレーニング講座

トレーニング講座（有償）

GHSマーク取得の準備開始

GHS開発ガイドラインに従って製品開発

GHSマークの取得

エキスパート
トレーニング講座

GHSマークを取得するためには

GHS開発ガイドラインに準拠して開発することにより、ユーザーに安心なヘルスソフトウェアを提供できます。
それが社会貢献となり、企業の新たなモチベーションアップにもつながります。

健康管理についてリスクのあるヘルスソフトウェア
たとえば、血圧管理アプリでデータが欠落！

GHS開発ガイドラインを
十分に理解されている方
は、トレーニング講座の
受講を省略することもで
きます。

GHS開発ガイドライン、各種
様式集、チェックリストはGHS
のホームページから無償で
ダウンロードできます。
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